












 An art program called ‘Rin-b!’ has been implemented to improve students’ ability to discover 
and interpret tourism resources during fieldwork. In addition to the expected effects, a secondary 
effect was found; the art program improved the relationships among the participating students. To 
objectively verify this effect, the author asked university students to participate in an experiment 
using Rin-b! outside of class. After participating in the experiment, the students’ emotional 
empathies converged to a similar value. Furthermore, they used words as if they tried to read the 
other’s personality to interpret each other’s works. This educational effect will be examined from 
the perspective of the relationship between the facilitator and the participants, which is practiced 



















































































































回 実施日 制作テーマ 参加者数
1 2020 年 12 月 5 日 イトリンゴ 4
2 2020 年 12 月 18 日 My Birthday アナログデザイン 4
3 2020 年 12 月 27 日 トゥインクルハーモニー 5
4 2021 年 1 月 9 日 お絵描き昆虫採集 5
5 2021 年 1 月 28 日 メタリックコラージュで描くアナログ画 5


























1 から10までを尺度 1（感情的暖かさ），質問11から20までを尺度 2（感情的冷淡さ），質問21から25ま
でを尺度 3（感情的被影響性）として，それぞれについて質問の回答点数を合計する。ただし，質問22と
23については，集計に際しては得点を 7 から 1 へと逆転させる。尺度 1 と 2 は，最低 1 点，最高 7 点で
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Ⅳ　結果 
　各回に学生たちが作品を一つ制作する。6 回の実験で，合計28の作品が出来上がった（1・2 回目は
1 名が欠席）。各回に出来上がった作品の例を図 1 に示す。作品の写真は，各参加者が全参加者に対して
送ったものである。

















それぞれのテーマは以下のとおり。（ａ） イトリンゴ，（ｂ） My Birthday アナログデザイン，（ｃ） トゥイン








尺度 前 （n=5 ） 後 （n=5 ） 前 （n=5 ） 後 （n=5 ）
1：感情的暖かさ 54 .0 55 .4  70 . 5 29 . 3
2：感情的冷淡さ 27 .4 30 .0 116 .3 26 . 5
3：感情的被影響性 20 .8 21 .8  51 . 2 49 . 7
　学生たちが鑑賞において用いた言葉使いを表 4 に紹介する。3 回目以降は，講評だけでなく，それぞれ
の作品に題名をつけることもした。1 回目は，絵の描き方や色使いについての言及が目立っていた（「色
合いが変化している」「色使いが多彩」など）のに対し，回が進むにつれて，絵の描き方・色使いから浮か





































































とを，図 3 として模式化する。図 3aが，描画療法で見られるセラピストとクライアントの二者関係での
相互理解，図 3bがファシリテーターによって参加者間の相互理解が促進される例である。臨床美術や一
般的なRin-b!はこの図 3 のaとbの中間的な位置にあると言えるだろう。
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ることもできないだろうか。作家が同時に観衆でもある。そこでは，複数の作家＝観衆がおりなす相互
作用がパフォーマンスとでもいうべき作品となる。近年のコンテンポラリーアートは，作家と観衆の関
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